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報文

ジャケットパターン設計因子と着用感の関係(第l報)

一身幅，脇幅，胸幅，背幅の変化と着用感一

( 1995年4月26日受理)

文化女子大学三 吉満智子

広川妙子

Relations 8etween Drafting Factors of Jacket Pattern and Wearing Feeling of Clothing 

Part 1: Effect of the Change of Pattern Size -Width Across 8ody， Width Across Side Panel， Width 

Across Chest and Width Across 8ack -on the Wearing Feeling of Clothing 

Machiko Miyoshi and Taeko Hirokawa 

Bunka Women's University， Tokyo 

Abstract 

A total of eleven samples of standard jacket of semi fit type were made by varying由epat記msize: width across 

body (W.BO)， width across side panel (W.S.Pよwidthacross chest (W.Cよwidthacross back (W.BAふeachthree 

levels. The amount of variance is designedωbe +/-3cm of the out line W.BO. of jackets. The jacketls fonn has little 

difference at first glance. A wearing sensory test of the jackets has been conducted both in stationary and moving 

conditions. Followings are test resulぉ.

1) In the stationary standing posture， wear feeling of出ejacket with middle size of W.BO. and with the small size of 

W.c. has been evaluated as nearly “just fit". In the moving condition， a group of large W.BO. has been evaluated 
as “easy to move" as a whole with a little localized clothing pressure. 

2) An analysis of variance among the factor levels has revealed a significant differece in W.BO. in both stationary 

standing posture and moving condition. A significant differeces have been found among the levels of W.c. and 
W.BA. in the “arising position of upper limbs by 45

0 

".  These results have shown that less W.c. and more 
W.BA. tends to be easy in motion. 

3)"A correlation analysis between sensation intensity and each pattem dimension has revealed出atW.BO.， W.S.P.， 

width across sleeve， width across ann hole (W.A.Hよandto凶 ofW.BA. at the top of panel line and W.A.H. 

have a high correlation with sensation intensity both in stationary standing posture and in moving condition. 
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一一一要旨

本研究では，セミフィットタイプ基本ジャケットパターンの身幅，脇幅，胸幅，背幅に各3水準の変

化を与え，計11着の実験服を製作して着用官能検査を行った.変化量は，ジャケット出来上がり身幅

で:f::3cmとし，ジャケットフォルムが一見して差異のないものと見られる範囲とした.

結果として次のことが明らかとなった.

1 )静立時着用感では，身幅中，胸幅小が最も「ちょうどよいJに近い評価であったが，動作時着用感で
は身幅大の群が部分圧感も少なく 全体感としても動きやすいという評価で、あった.

2)要因水準聞の分散分析検定結果では静立時，動作時共に，身幅要因群では明らかに有意差が見られ，

胸幅，背幅要因群では両上肢前挙450の動作時に有意差があった.またこれによって.3水準の範囲で

は胸幅は小の方向に，背幅は大の方向に動作適応性があることが明らかになった.

3)官能量とパターン各部す法との相関分析結果では，静立時，動作時共に身幅，脇幅，袖幅，アーム

ホール幅，およびパネルライン背幅十アームホール幅等が官能量との間に高い相関を示した.

1.緒言

衣服を着用した結果の人体への適合性，運動

に対する適応性，外観の良否等を官能量によっ

て数量化し，パターン設計上の問題を検討する

ことを目的に行われた研究は既にいくつかの報

告があるい4)しかし多様な服種，デザインを持

つ衣服のパターン設計について，体系的，かっ

コンピュータにサポートされているアパレル産

業界にとって，実用性のある成果を得るには至

っていないと言わざるを得ないのが現状であろ

う.同一服種，同一てデザ、インであっても，パタ

ーン設計によっては着用感に差が生じることは，

経験的に-既に知られていることである.

パターン各部の持っす法の性質を分類すると，

①デザインによって決定されるす法(上着丈，ラ

ベル幅など).②デザインから要求される立体的

フォルムの展開図作図上必要とするす法(人体の

寸法，形態，運動等を含めて)がある.①は感性，

経験によって決定することが可能であるが，②

は理論的背景が必要な部分であり，また理論化

が可能と考えられる部分である.

本研究は，上記②の一部について行うもので，

1984-1986年にかけて中小企業事業団からの委

託研究で，三吉らが行った“フィット性，機能性

設計製造法"の研究結果ト 8)を踏まえて行ったも

のである.

先の研究では，サイズ9ARテーラードジャケ

ットパターンの身幅 袖幅 アームホールの深

さ，前襟ぐり幅，袖の振れを要因として，パタ

(759) 

一ンに各3水準の変化を与え，計17種のパター

ンについて着用実験を行った結果，身幅，袖幅

については大きい方が，またアームホールの深

さについては，ある範囲で小さい方が運動機能

性が高いことが認められた.

本研究はこの研究内容を継続したもので，同

一デザインのジャケットを実験試料として，先

の研究で取り上げなかったパターン構成因子に

変化を与え，着用官能検査結果とパターンの関

係，人体に対するゆとり量の関係を分析すると

共に，非接触三次元人体計測装置5.7.9・10)を用い

て，衣服の着用状態の形態を主要部位における

水平断面で捉え，衣服と人体の空隙量，および

面積等を計測して パターン設計理論を見い出

すことを目的としたものである.

本報はその第一報として 各実験服の着用官

能検査結果とパターンの関係について報告する.

2.研究方法

2-1 実験服

2-1-1 デザインとパターンの種類

実験服は1ISサイズ9ARのテーラードジャケッ

ト(後掲図 4)とし，身頃は前，側，後面の 3面

構成，袖は 2面構成とした.本実験の基準パタ

ーンとしては，前回の研究7)において1ISサイズ

9ARの実験服17種による静立時適合性，動作時

適応性についての目視検査結果および着用宮能

検査結果より得た最良パターン 7) を用い，基準

パターン12とした(図 1.表 1).出来上がりの

繊消誌



記号 項 自 寸法 記号 再察 自 す法

A G 後ろ蔵総 12.75 

Al 日 督潟繍 19.90 
A2 I 替機 18.30 

As J アームホールの採さ 21.00 
B K 背丈 37.00 

Bl L 通費丈 60.00 

B2 M トダーツ翠 1. 70 
Bs N 11.10 

B4 O 26.60 
C P 11.80 
C1 Q 17.20 
C2 R 1.55 
Cs S 。身輔の大中小(各ピース等分の増減)

C4 す 54.55 
D 7.90 U 36.15 
E 2.∞ む1 22.60 
F 19.50・U宮 内繍磁 13.55 

図1 基準パターン(J2) 

表1 基準パターンす法項自と寸法

数健は主幹，.墳のパターン寸法{慾位:c阻)

身幅(バストライン幅)は半身頃で、47.25cm，ウエ

スト幅42.15cm，ヒップ幡49.60cmで、ある.

本実験のためのパターン変化部位は身幅，脇

縞，胸幅，背穏とし，各々 3水準としたが，

能検査で被験者が着用に酎えられる実験服の数

にしたい意図と，パターンとしての実用性を配

して，表2に示す計11種の実験服パターンを

設計した.なお基準販に対する各パターンの変

化量は前回と同様にf着用状態、が一見して同一サ
イズ，同一パターンによる構成と認識される範

囲jという条件で設定した.すなわち，身幅につ

いては前研究でのパターンの変化量は，基準服

に対して半身頃で土1.25cmとしたが，官能量にお

ける有意差が必ずしも明らかでなかったことか

ら，今関は土 1.5cmとした.しかし半身頃で

0.25cmの差で、あることから 一克して差は見られ
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表2 実験肢の変化要因，水準，記号

変化嬰図 氷室経と記号

(-l.fi<コ置)
才士
J4 
J6 

大

( +1.5c醒)
古宮
J5 
J7 

隣綴のみ }嗣
輸
織
田

大
山
宵
+一{-)-

題山

中
ふ
問
勾，『司、
t
A自{幽}幽

繍
幽
白kr 

、1
2

d
r
7
 

一一
(嗣

務鰯のみ
小中大
{-0.5c閤) (18.3c1) ( +0.5c週)
J10 J2 J11 

数纏は主幹襲撃霊の纏

(脇騒のみの培減)

窃身績の大中小(胸小背大，協編の増減)

菌 2 各水準の実験服パターン

ない範囲であると判断してパターンを設定した.

各パターン形状は図 2に示した.各図とも省

しである部分は基準パターン12と同一形状と

なっている部分である.袖パターンについては

身幅，脇騒の変化によって必然、的に生じる変化

のみを与えたが掲載は省略した.

2-1-2 実験服の材料と縫製

材-科は表布にウーjレ100% 厚さ0.7mmのサキソ

ニーを使用し，芯は綿とレーヨン混紡の平織接

着芯とし，裏地はポリエステjレ100%の平織のも

のを使用した.その物性は表3の通りである.

縫製は総裏仕立とし，既製販ブレザーと同一仕

(760) 
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様として同一縫製所で製作した.

2-2 被験者

被験者は19-22才の女子学生20名で，自己申

告でJISサイズ9ARに属する者とした.その主な

身体計灘値は表4に示す通りである.ほとんど

の項目の平均値については全国平均11)との有意

な差は認められなかったが バストでは82cm土

4 cmの範囲にあり，平均値で全国平均+1.45cmと

なって，有意な差が認められた.しかし，平均

値は9ARの前提となる82cm土1.5cmの中にあり，

一般の購入状態からいえば9AR着用者としてあ

表3 実験服材料の物性

り得る範屈の被験者であると考えた.

2-3 着用宮能検査方法

2-3-1 被験者の姿勢

実験販の着用時の姿勢は歯 3に示すように立

位正常姿勢く静立>の他に右上肢前挙450 く右

45
0 

>，雨上肢前挙45
0

く両45
0

>，両上肢前挙

900 肘屈曲内転90。く肘紐> および両手掌を後

頭部に当てネックレスを留めるような動作くネ

ックレス>の4動作姿勢とした.以下く略称>

で記す.

2 3-2 官能検査方法と検査部位

被験者に11着の実験服をランダ

ムに着用させ，着用時の全体感と

部分圧感を，前記5姿勢について

カテゴリー尺度法により評価させ

た.実験臓の着用にあたり，予め

準備したポリエステル1∞%のブラ

ウスおよびストレートスカートを

着用させ，実験臓の第一ボタンを留めて行った.

またそれぞれの動作は静立姿勢から開始した.

官能検査の実施}II真序は次の通りである.

①まず被験者に身掘が小中大の3水準の関係

にある実験服を着用させ，変化の範囲を体験さ

せる.

②改めて実験服をランダムに着用し，各実験

服ごとにまず静立時全体感の評価を行う.

③静立時における10部位(頚付根線，肩，背面

中央部，背面斜側部，腕付根線前面，腕付根線

後酉，腕付根線絞窺，上腕前面，肘頭，前腕)の

部分圧感の評価を行う.

④4動作姿勢における10部位の各部分圧感の

試料 糸密度 重さ 閥軟夜*
{本Ic国) (略/c思2)8つ
すさでなで たてよこ右45・ii:45"

ト''V-''係数
{高)

組成 組織

m
a
m
 

aa-aa・0
A
U

E
U
O白
血
uz

m
u
m
 

--nuan味

。。円
1
0
0

お
ロ
犯

の
誕
U
《

H
U
a
H
2

n
i
『

J
o
o

mω
鎚
刊
M

mωmwmω 

M
m
m
 

n
B
A
U
A
B
 

寸
6
m
D
n
I

幻

m
n

n口《
D
n
D

。JL欄
内
ぺ

υ

7
e

ハU

m
品
一
一
枇

つ
d
n
u

nb
一
1・れ

の
J

u

a

n
ヨ

η
w
m
w
 

《

υ
A
U
A
U

織
齢
織

綾
“
平脚dm 

M
為
mv

・マ，

∞一服

4

宅

医芯
よ

T

b
h戸
地

融

門

肺

門

畿

芯:錦，レーヨン混紡の平織 * 方ンチレ月二別法

表4 被験者の身体計測値

都輔自 滋小健最大鐘平均儲金箆平均襟轍繍整会国平均

との童書 繍轡議室主

身ま量 152.4 165.8 157.25 付お 3お 5.側

パスト 78.8 86.1 82.92 +1.45縁取 1.97 5.184 
ウエスト 56.5 70.5 63.18 十0.78 3.13 4.318 
ヒップ 81.0 97.0 88.81 +0.87 3.30 4.鰯
上腿故大図 24.0 28.6 25.98 +0.641客様 1.27 2.180 
腕付額盟 34.0 41.1 36.44 +0.61 1.91 2:lJ7 

37.6 42.6 40.初 一 1.38 
30.1 36.7 お.97 一 2.02 
幻.6 33.2 30.51 一 1.7む
32.7 39.3 35.70 -:-2.11機織 1.邸 1.'鶴
47.9 54.3 50.82 +0.58 1.57 2.132 
16.1 19.1 18.01 0.77 
初.0 30.0 24.68 一 2.49 
42.0 59.0 49.93 -0.42 3.62 6.074 

悌位:c怒， N:初) 縁取:P<O.01，機:P<O羽
会箆平均:隣人体格総選星 (1鰍}お-2蛾

(761) 

間3 官能検査の姿勢
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評価を行う.

①全動作を通しての動作時全体感の稔合評価

を行う

静立時全体感の評点は， 1 rきついj，2 rやや
きついj，3 rちょうどよいj，4 rややゆるいj，
5 rゆるいJの5段階評価とした.
動作時全体感は， 1 r動きにくいj，2 rやや動
きにくいj，3 rどちらともいえないj，4 rやや動
きやすいj，5 r動きやすいjの5段階評価とした.
部分圧感は， 1 r強く当たるj，2 r当たるj，
3 r軽く当たるj，4 r当たらないJの4段階評倍
とした.

3.結果および考察

3 -1 実験服製作結果

11種の実験服製作結果のうち，身幅に小中大

の差がある 3種についての着用例を図4に示す.

身輯に一見して差が見られるか否かについて

は，身幅に差のある日~J7の着用写真(図 4 を合

国ヰ 実験服製作結果(身幅の小中大)

Vol. 36 No. 12 (1995) 
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む)を用いて， 20名の被験者によりシェツブヱの

一対比較法 (-2~O~ 十 2 の 5 段階評儲)で目

視検査を行った.結果，基準服との差について

見ると全ての平均値は-0.75<Xiく十0.20とな

り，分散分析結果では前面写真での身幅大と中

の間に 5%の有意差が見られたのみで，全般に

差が見られなかったことから，今回の実験服の

身輯は一見して差が見られない範囲に出来上が

っていると判所した.

実験服の縫製は均一性を保つように努力した

が，官能量との関係を考えて再度のチェックを

行った.測定はジャケットパターンの設計上の

基本部位および変化要因の項目を，テープメジ

ャーおよびICテープ12)を用いて3回繰り返して

行った.

結果，表 5に示すように縫製会社で一般に行

われている縫製精震の検査規格である誤差許容

量の土1.5~ 3 % 13) よりはるかに小さい誤差範囲

に出来上がっていることが認められた.縫い目

1本あたりの誤差でみると最大で 3mmのものが

見られたが，身幅全体では 1mm以下の誤差にな

っており?また 3水準に設計した項目において，

大中小の相互関係が成立しているので?このま

ま実験殺として使用した.

3-2 宮能検査全体感の結果および考察

3-2-1 全体感について

ウエストライ

ヒップライ

鶴橋

器量丈

は静立時と動作時について検査し

を間 5に

土l標準{高差を示した.

については「ちょうどよいjに

表5 実験報の縫製精度

-0.06 (-0.12) 
0.63 ( 1.51) 
0.07 ( 0.26) 
0.31 ( 3.41) 
0.15 ( 0.90) 
0.20 ( 1.10) 
0.20 ( 1.01) 
-0.38 (-1.03) 
-0.16 (-0.27) 

0.27 
0.23 
0.24 
0.19 
0.17 
0.08 
0.08 
0.16 
0.13 

-0.10 
0.05 
-0.05 
0.01 
-0.07 
0.05 
0.05 
-0.13 
-0.20 

0.07 
0.14 
0.06 
0.32 
0.13 
0.16 
0.15 
0.01 

O.∞ 
※:誤差盤は3回翻定した左右平均の土手』診療の憾

(762) 
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も近い評価は，平均値3.05を得たJ8で，身結中，

胸幅小の実験服であった.身幅全体で3cm小さ

いれは評舘平均値2.3で最も「きついj結果となり，

腕幅小，背縮大で脇幅の広い(身幅大)17は平均

値3.45で最も「ゆるいjと評価された.

官能量の評価点は全般に 2. 3. 4点に集中

した.パターンに与えた増減量は外観を変えな

い範囲として半身幅差1.5cm.背幅差O.5cm，胸編

差0.75cmとしたことが官能評価差も小さくしたも

のと考えられる.

2)動作時全体感について

動作時全体感の官能検査結果については平均

値を図6に示した.

動作時の全体感として最も評舗が高かったパ

ターンはお(脇幅大)で3.95を得ている.次がJ7

(胸編小，背路大，脇幅大)の3.9であった.

最も評価が低かったのはJ1(身幅小)， J4 (脇幅

宮能量

ゆるい 5 

やや
ゆるい 4 

ちょうど
よい 3 

やや
きつい 2 

きつい 1 
12342562782910211 

胸小背大
身縞脇恥 脇幡胸鰭 背鰯
麟園小 盤邸中 堅Z窃大

図5 静立時全体感服種別平均値

宮能量

動きやすい 5

やや
動きやすい 4

どちらとも
いえない 3 

やや
動きにくい 2

動きにくい 1
123 425 62782910211 

身幅 脇幅胸露芸大胸幅 背縮

際機小 ~中 ~大

図6 動作時全体感服撞別平均値
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小)の2.05，2.10であり，同じ身幅小でもJ6(胸幅

小，背幅大， ，脇幅小)の運動機能性の評価は2.8

と「どちらでもないjに近くなっている.

また，身縞中のパターンにおける駒幅，背輔

の変化量の影響をみると，胸幅については小さ

い方が動きやすさの評価は良くなっている.し

かし背轄のみを変化させたものは運動機能性の

効果は特に認められなかった.0.5cmと変化量が

小さいことと，前掲図2~こ示すように背轄を広

くした分アームホール棺が小さくなったためと

考えられる.

静立時全体感と総合してみると，静立時に「ゆ

るいJと評価された実験殺が，動作時の「動きや
すいJの評価につながっていると見られる.
また身幅全体で3cmのゆとりを増減させると

すれば，前面，後面，側面に等分に増減するよ

りも，脇幅での増減量を多くしたものの方がよ

り効果が明瞭になるといえる.さらに，若干胸

幅を狭めた方が静立時 運動時共に評価がよが

っており，上肢の前方への運動適応性を高めて

いると考えることができる.

3)全体感の二元配量分散分析検定結果

全体感官能検査結果の二元配置分散分析F検

定結果は表6に示す通りである.

身轄の増減については，静立時，動作時いず

れも，等分増減，脇幅増減共に宮能量に有意差

が認められたが，背憾のみ，胸憾のみを増減し

たものには有意差は認められなかった.

被験者関にもいくつかのパターンで有意差が

認められたが，自己申告による9AR体型である

ことによると考えられる.

3-2-2 部分庄感結果

着用静立時，動作時の部分圧感について変化

要因群別に姿勢による官能量平均値の変化をみ

たものが図 7である. 11種の実験服は線種で示

表s全体感二元配置分散分析F検定結果

身 I播 脇 t溺 駒小脅大 勝機 背幅

褒 厨
(J1，2，3) (J4，2，5) (J8，2，9) 。10，2，11)

審事立E寺 パターン E事E幹 持諸民主 縁取

被験者 議議 ** 号訴* 2事 * 再認
動作縛 パターン 2訴E露 ** 議機

絞殺者 詩語 務総 3詰*

* * : P<O.Ol，取:P<0.05 
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部分圧感官能検査結果(要鴎群~IJ，部位別)関7
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している.

部位については，前述したようにio部位につ
いて圧感を検査したが，図3の着衣状態にも見

るように頚付根線，肩，腕付根線厳鶴部につい

ては，上肢上挙に伴う全ての姿勢において衣服

が体表から離れる状態になり したがって 3部

位とも，どの姿勢においてもほとんど3.5以上で

「当たらないJという評価であり，姿勢による圧
感変化も0.5以内という小変化であったために圏

を省略した.

1 )全体の傾向

図7の結果を見ると 9 全体的に背面，腕付根

線，上腕前面など胴部，上腕部を被覆する部分

(上部5段の図)と，肘を含む前腕部にあたる部

分(下部2段の図)とでは姿勢による変化の様相

が異なっていることが見られ 前者には上肢運

動時に人体服部に現れる体表長の変化14)の影響

が，後者には肘屈曲時の後肢点から肘部にかけ

ての体表変化叫が影響を与えていることが読み

とれる.

服種開の差は身幅の要因群ではやや大きいが，

全般に小さいといえる.これは，上肢上挙による

体表面の伸縮量14)から見ると パターンに与えた

差が小さいことによると考えることができる.

要菌群別に見ると次の通りである.

2)身縮の要問群について(図7 ①~⑦)

身掘の要因群(J1---:. 17)の①~⑤では，静立持

はどの部位も?またどの実験服も 4に近い億を

しており， r当たらないj結果となっているが?
はどの部位も f軽く当たるJ，r当たるj

に近づいており，特にく肘組>の動作ではどの

も，どの部位も庄惑が大きくなっている.

またくネックレス>の動作では?肘組より圧惑

が減少している@これはくネックレス>動作で

は，上腕部が前挙(肩関節居蔀)から肘が開いて

(罵関節外転)に移行することになり，それ

によって衣服が上方に引きよがりやすくなり 9

庄惑が減少するものと考えられる.

を通じてグラフの上部に位置している

のはお 17，郎ち太線で示された身幅の大き

あり，特に肘組動作で総ての部位で圧感

の軽いのがJ7(胸鰭小，背幅大，脇幌大)である.

細線，即ち身糖小の群はいずれもグラフの下方

(765) 

に位置して，圧感が大きくなっていることが分

かる.

肘頭⑥はく静立>， <右45
0

>，く両45
0

>ま

ではほとんど「当たらないJの官能量である
が，く肘組>になると「軽く当たるJになり，く
ネックレス>の動作では「当たるjから「強く当た

るJの範囲になっている.これは肘屈曲がく肘
組>の90

0

からくネックレス>では135
0

前後に

なることから，後肢点あたりから肘頭に向けて

の体表長がさらに大きく伸展し，そのため袖が

強く 51かれ，貯頭の脂肪組織の少ない部位に当

たるため，一様に強い圧を感知していると考え

られる.したがって服議によるバラツキはほと

んどない.前腕⑦も動作が大きくなるにつれて

圧感が強くなり，くネックレス>動作では「軽く

当たるjから「当たる」の範囲になっている.

3 )胸幅，背幅の変化要因群について

図7 ③~⑬は腕幅を変化させた実験版，図

7 ⑬~⑫は背幅を変化させた実験販について

みたものである.動作による宮能量の変化は各

部位共，身轄の要因群と類似した変化傾向を示

し，また身幅が全て“中"の水準で設計しである

ため，胸幅，背i揺ともに大，中，小の3種の宮

能量の変動は小さい.ただし胸幅要因群では肘

頭，前腕を除く全ての部位で，ほとんどの動作

において“腕幅小ぺ縮線ゆ印)の実験服の方がグ

ラフ上方に位置しており，つまり圧が小さく感

じられており，“胸幅大円(太線く〉印)の方が庄が

きく感じられている点が特徴的といえる.

を僅かに小さくしておくことにより，上肢の

前挙運動が容易となり 腕付根線前面周辺の衣

服の縫目や縫い代の抵抗感が減じているものと

患われる.

宮能量

当たらない

当たる

強く当たる 1
2 9 10211 

絢輔 背鰭

鹿沼大

国8 部分圧感服種別平均鰻 (4動作6部位)

織消誌



4 )平均値の比較

図8は，服種別に部分圧感の平均値を示した

ものである.平均値は4動作(右45
0

，両45
0

，肘

組，ネックレス)の主要8部位(図 7の項目から

肘頭を除く 6部位)の官能量平均値を用いている.

身幅要因群ではいずれも小より大が「当たらな

いjに近くなっており，全体感と類似した運動機

能性の傾向を示す結果となっている.胸橋も小の

方が圧感が小さい傾向は全体感と同様といえる.

背鰭のみの変化は圧感に変化を与えていない

と見ることができる.

5)部分圧惑の二元配量分散分析結果

部分圧感分散分析F検定結果は表7に示した.

被験者間の有意差は動作によっては現れたが，

この表では省略した.また動作時における頚付

根線，肩，肘頭，前腕前面の4部位は，服穫に

よる差がほとんどなく パターンの要因効果は

ほとんど認められていないことから省略した.

身輔の要因群 (11~ 17)の官能量に対する影響

は 4動作6部{立においでほぼ全体的に有意差

が認められ，全動作に亘って有意差が現れてい

ることから，身幅の影響は非常に大きいという

ことができる.J6， 17 (胸小背大・脇幅の増減)

は小さい動作では全般に圧感が比較的軽いこと

から有意差が見られないが，動作領域が大きく

なるく肘組>ゃくネックレス>の動作で

差が認められる.

憾，背憾の要因効果は，く右45
0

>，く雨

〉の動作で?背面斜側部に，またくネックレ

ス>の前腕部において 1%の危険率で有意差がみ

られるが，その他はほとんど影響がみられない.

55 

部分圧感でも，身幅，脇幅は広い方が圧感が

少なくなっていることと共に，く両45
0

>など上

競前挙においては背幅は広い方が，胸幅は狭い

方が，小差ではあるが圧感が少ない結果が有意

であることカ苛寝55できた.
3-3 相関分析結果

官能検査結果とパターン寸法との相関分析を

行うにあたって，パターン寸法項目は要閣とし

て設定したす法の弛に，図 9に示すパネルライ

ン最上部の背穏(パネルライン背幅)，およびア

ームホール幅を入れて分析した.

また図3に示したような動作時の人体と衣服

のずれの状態を観察すると，図10に示すように，

上肢運動，特に上肢前挙の際の腕付根線前面に

かかる袖付縫い目線の圧感の大小には，図中の

aくbの関係から，背幅とアームホール幅の和

の大小が影響すると判断される.従って(背幅十

アームホール幅)， (パネルライン背幅十アーム

ホール幅)もパターン寸法項目として入れた.

背鰭，胸幅については試料数が少ないため除

いた.

表8はその結果である.身幅，脇幅，袖栢，

菌9 相関分析のための追加計~~IJ項目

表7 部分在感二元配置分散分析F披定結果

路 繭 (J4，2，5)I胸小献鶴橋(J6，2，7)I勝 機 (J8，2，9)I替機 (JlO，2，11)
州支!お45・碕45・射線 T9vAI 右45・碍45・肘綴 ~19vÄI右45・潟45・閥ネ19vAI右45・悶45・討纏わクレス

持詩 2幹 ** 
務総務感 潟 指紋採取 |滋訴訟 ** 
域協 3幹 民主 ~封 筒民幹線 i 取

E訴 時:詩 E密政 E記| 索隊 潟

民主 主幹* 取*

議滋 2記 E事 * 民訴
取*: P<O.Ol，議:P<O.05 
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図10 動作姿勢重合図からの必要す法の観察

表8 官能量とパターンす法の相関分析結果

項目

全体感官能量 部分圧感官能量

静立時 動作持 静立時 動作時

0.94串'" 0.94* * 
0.89* * 0.90* * 
0.46 0.46 
0.60 * 0.55 
0.97* * 0.95* * 
0.92* * 0.93* * 
0.95* * 0.96* * 
0.93* * 0.94* * 
0.94** 0.95** 
0.94** 0.95** 

0.87* * 0.93* * 
0.83* * 0.87* * 
0.48 0.54 
0.60 * 0.65 涼
0.93* * 0.95* * 
0.95* * 0.93* * 
0.96* * 0.97* * 
0.95求* 0.96* * 
0.95* * 0.98*牢
0.89* * 0.93* * 

アームホ}ル
アームホール錨
背稲+トムトJi幡
IqJl.ライン湾総+トム率引幡
}¥.ネj防イン背綴+践報

*牢:P<O.Ol，本:1'<0.05 

アームホール騒などに0.9以上の高い栢関が認め

られ， (背幅十アームホ…jレ幅)， (パネルライン

背i幅十アームホール幅)も同様の高い栢関が認め

られた.

これらのことから，セミフィットジャケット

では静立，動作時共に着用感に効果のあるのは，

身幅，脇幅またはアームホール幅の増加，およ

びそれらと背幅またはパネルライン背幅との相

乗効果がさらに有効であるということができる.

4.まとめ

本研究では，出来上がり半身幅47.25cmのセミ

フィットタイプジャケットパターンの身幅，脇

i揺，胸揺，背幅に各3水準の変化を与え，計11

着の実験版を製作して蒼用富能検査を行った.

3水準の変化量は ジャケット出来上がりの

フォルムが一見して差異のないものと見られる

範囲とした.

結果として次のことが明らかとなった.

1 )静立時着用感では， J8 (身幅中，鞠縮小)が

最も「ちょうどよい」に近い評価であったが，

(767) 

動作時着用感では13，J5， J7 (身艦大)が部分

圧感も少なく，全体感としても動きやすいと

いう評価であった.

2 )要関水準関の分散分析検定結果では静立時，

動作時共に，身幅要因群では明らかに有意差

が見られ，胸脂，背幅要菌群ではく両45
0

>動

作時lこ有意差があった.またこれによって，

3水準の範囲では胸幅は小の方向に，背幅は

大の方向に動作適応性があることが明らかに

なった.

3 )官能景とパターン各部す法との相関分析結

果では，静立時，動作時共に身幅，脇幅，袖

幅，アームホーjレ幅，および背幅(またはパネ

ルライン背幅)+アームホール騒などが官能量

との関に高い相関を示した.

以上，一見同一に見えるジャケットでも，パ

ターン設計上の各国子の持つ機能を踏まえるこ

とによって，静立時着用感のみならず，運動機

能性に効果をもたらすことが可能であると認め

られた.
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